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【手続補正書】
【提出日】平成27年4月17日(2015.4.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
式Ｉａ：
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【化１３２】

（式中、
　Ｒ１はＲ１ａまたはＲ１ｂであり、
　Ｒ５はＲ５ａまたはＲ５ｂであり、
　Ｒ１ａは、
　ａ）ハロ；または
　ｂ）Ｈ
であり、
　Ｒ１ｂは、シアノであり、
　Ｒ２は、（Ｃ１～Ｃ６）アルキルであり、
　Ｒ３は、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキルであり、
　Ｒ３’はＨであり、
Ｒ４は、

【化１３３】

であり、
　Ｒ５ａは、
　ａ）Ｈ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ３～Ｃ７）炭素
環、（Ｃ６～Ｃ２０）アリール、複素環、ヘテロアリール、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１１、－Ｃ
（＝Ｏ）－Ｏ－Ｒ１１、－Ｏ－Ｒ１１、または－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｒ１１（ここ
で、各Ｒ１１は独立して、Ｈ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、
（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、（Ｃ６～Ｃ２０）アリール、複素環、またはヘテロアリールであ
り、ここで、アリール、（Ｃ６～Ｃ２０）複素環、およびヘテロアリールは、１個～３個
のＺ１１基でそれぞれ必要に応じて置換される）；あるいは
　ｂ）－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０または－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０（ここで、各Ｒ９は独
立して、Ｈまたは（Ｃ１～Ｃ６）アルキルであり、各Ｒ１０は独立して、Ｈ、（Ｃ１～Ｃ

６）アルキル、（Ｃ３～Ｃ７）シクロアルキル、（Ｃ６～Ｃ２０）アリール、複素環、－
（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｒ１１、または－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１１であり、ここで、各Ｒ１

１は独立して、Ｈ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ３～Ｃ７）シクロアルキル、（Ｃ６～
Ｃ２０）アリール、または複素環である）
であり、
　Ｒ５ｂは、
　ａ）－（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環；または
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　ｂ）－ＮＲｅＲｆ

であり、
　各Ｚ１１は独立して、ハロ、（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキ
ル、－ＳＯ２（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ６～Ｃ２０）アリ
ール、複素環、またはヘテロアリール（前記（Ｃ６～Ｃ２０）アリール、複素環、および
ヘテロアリールはそれぞれ、ハロ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、またはＣＯＯＨで必要に応
じて置換される）
であり、
　各Ｒｅは独立して、（Ｃ１～Ｃ６）アルキルであり、
　各Ｒｆは独立して、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｚ６であり、
　各Ｚ６は独立して、－ＮＲａＲａまたは－Ｃ（Ｏ）ＮＲｃＲｄであり、
　各Ｒａは独立して、（Ｃ１～Ｃ６）アルキルであり、そして
　ＲｃおよびＲｄは各々独立して、（Ｃ１～Ｃ６）アルキルであり、
　ここで各ヘテロアリールは、１個～６個の炭素原子ならびに酸素、窒素、および硫黄か
らなる群から選択される１個～４個のヘテロ原子を有し、そして各複素環は、１個～６個
の炭素原子ならびに酸素、窒素、および硫黄からなる群から選択される１個～３個のヘテ
ロ原子を有する）
の化合物またはその薬学的に許容され得る塩。
【請求項２】
　Ｒ５ａは、Ｈ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－（Ｃ１～Ｃ６）ア
ルキル－Ｒ１１、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１１、－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ９

）Ｒ１０、複素環またはヘテロアリールであり、ここでヘテロアリールは、１個～３個の
Ｚ１１基で必要に応じて置換されているか、あるいはＲ５ｂは、－（Ｃ２～Ｃ６）アルキ
ニル－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環である、請求項１に記載の化合物またはその薬学的に許容さ
れ得る塩。
【請求項３】
Ｒ５はＲ５ａである、請求項２に記載の化合物またはその薬学的に許容され得る塩。
【請求項４】
式Ｉａ：
【化１３４】

（式中、
　Ｒ１はＲ１ａまたはＲ１ｂであり、
　Ｒ５はＲ５ａまたはＲ５ｂであり、
　Ｒ１ａは、
　ａ）ハロ；または
　ｂ）Ｈ
であり、
　Ｒ１ｂは、シアノであり、
　Ｒ２は、（Ｃ１～Ｃ６）アルキルであり、
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　Ｒ３は、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキルであり、
　Ｒ３’はＨであり、
Ｒ４は、
【化１３５】

であり、
　Ｒ５ａは、
　ａ）Ｈ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ３～Ｃ７）炭素
環、単環複素環、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１１、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｒ１１、－Ｏ－Ｒ１１、ま
たは－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｒ１１（ここで、各Ｒ１１は独立して、Ｈ、（Ｃ１～Ｃ

６）アルキル、（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、または単環複素環
であり、ここで、単環複素環は、１個～３個のＺ１１基で必要に応じて置換される）；あ
るいは
　ｂ）－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０、または－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０（ここで、各Ｒ９は
独立して、Ｈまたは（Ｃ１～Ｃ６）アルキルであり、各Ｒ１０は独立して、Ｈ、（Ｃ１～
Ｃ６）アルキル、（Ｃ３～Ｃ７）シクロアルキル、（Ｃ６～Ｃ２０）アリール、単環複素
環、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｒ１１、または－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１１であり、ここで、
各Ｒ１１は独立して、Ｈ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ３～Ｃ７）シクロアルキル、（
Ｃ６～Ｃ２０）アリール、または単環複素環である）
であり、
　Ｒ５ｂは、
　ａ）－（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環；または
　ｂ）－ＮＲｅＲｆ

であり、
　各Ｚ１１は独立して、ハロ、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－ＳＯ２（Ｃ１～Ｃ６）ア
ルキル、または（Ｃ１～Ｃ６）アルキルであり、
　各Ｒｅは独立して、（Ｃ１～Ｃ６）アルキルであり、
　各Ｒｆは独立して、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｚ６であり、
　各Ｚ６は独立して、－ＮＲａＲａまたは－Ｃ（Ｏ）ＮＲｃＲｄであり、
　各Ｒａは独立して、（Ｃ１～Ｃ６）アルキルであり、そして
　ＲｃおよびＲｄは各々独立して、（Ｃ１～Ｃ６）アルキルであり、
　ここで各単環複素環は、１個～６個の炭素原子ならびに酸素、窒素、および硫黄からな
る群から選択される１個～３個のヘテロ原子を有する）
の化合物またはその薬学的に許容され得る塩。
【請求項５】
　Ｒ５ａは、Ｈ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－（Ｃ１～Ｃ６）ア
ルキル－Ｒ１１、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１１、－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ９

）Ｒ１０、または単環複素環であるか、あるいはＲ５ｂは、－（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル
－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環である、請求項４に記載の化合物またはその薬学的に許容され得
る塩。
【請求項６】
Ｒ５はＲ５ａである、請求項５に記載の化合物またはその薬学的に許容され得る塩。
【請求項７】
Ｒ３はＯＣ（ＣＨ３）３である、請求項１から６のいずれか１項に記載の化合物またはそ
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の薬学的に許容され得る塩。
【請求項８】
Ｒ５は、
【化１３６】

から選択される、請求項１から７のいずれか１項に記載の化合物またはその薬学的に許容
され得る塩。
【請求項９】
以下の
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【化１３８－１】
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【化１３８－２】
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【化１３８－３】
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【化１３８－４】
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【化１３８－５】
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【化１３８－６】

ならびにこれらの塩から選択される請求項１に記載の化合物またはその薬学的に許容され
得る塩。
【請求項１０】
以下の

【化１４０】

から選択される化合物またはその薬学的に許容され得る塩。
【請求項１１】
請求項１から１０のいずれか１項に記載の化合物またはその薬学的に許容され得る塩と、
薬学的に許容され得るキャリアとを含む、薬学的組成物。
【請求項１２】
患者のＨＩＶ感染を処置するための医薬であって、請求項１から１０のいずれか１項に記
載の化合物またはその薬学的に許容され得る塩を含む、医薬。
【請求項１３】
患者のＨＩＶ感染を処置する際に用いるための組成物であって、請求項１から１０のいず
れか１項に記載の化合物またはその薬学的に許容され得る塩を含み、該組成物は、治療有
効量のＨＩＶプロテアーゼ阻害化合物、逆転写酵素のＨＩＶ非ヌクレオシドインヒビター
、逆転写酵素のＨＩＶヌクレオシドインヒビター、逆転写酵素のＨＩＶヌクレオチドイン
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ヒビター、ＨＩＶインテグラーゼインヒビター、ｇｐ４１インヒビター、ＣＸＣＲ４イン
ヒビター、ｇｐ１２０インヒビター、ＣＣＲ５インヒビター、キャプシド重合インヒビタ
ー、およびＨＩＶを処置するための他の薬物からなる群から選択される１種以上のさらな
る治療剤と組み合わせて投与されることを特徴とする、組成物。
【請求項１４】
医学療法で用いるための組成物であって、請求項１から１０のいずれかに記載の化合物ま
たはその薬学的に許容され得る塩を含む組成物。
【請求項１５】
患者のＨＩＶ感染を処置するための医薬の製造のための、請求項１から１０のいずれか１
項に記載の化合物またはその薬学的に許容され得る塩の使用。
【請求項１６】
患者のＨＩＶ感染の予防的処置または治療的処置で用いるための組成物であって、請求項
１から１０のいずれか１項に記載の化合物またはその薬学的に許容され得る塩を含む組成
物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　本発明は、例えば、以下を提供する：
（項目１）
式Ｉ：
【化１３２】

（式中、
　Ｇ１はＳであり、Ｇ２はＮであり、Ｇ１に連結された破線の結合は単結合であり、Ｇ２

に連結された破線の結合は二重結合であり、Ｒ５に連結された波線の結合は単結合である
か、または
　Ｇ１はＮであり、Ｇ２はＳであり、Ｇ１に連結された破線の結合は二重結合であり、Ｇ
２に連結された破線の結合は単結合であり、Ｒ５に連結された波線の結合は単結合である
か、または
　Ｇ１はＳであり、Ｇ２はＮＲ６であり、Ｇ１に連結された破線の結合は単結合であり、
Ｇ２に連結された破線の結合は単結合であり、Ｒ５に連結された波線の結合は二重結合で
あり、Ｒ５は酸素であり、
　Ｒ１はＲ１ａまたはＲ１ｂであり、
　Ｒ２はＲ２ａまたはＲ２ｂであり、
　Ｒ３はＲ３ａまたはＲ３ｂであり、
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　Ｒ３’はＲ３ａ’またはＲ３ｂ’であり、
　Ｒ４はＲ４ａまたはＲ４ｂであり、
　Ｒ５はＲ５ａまたはＲ５ｂであり、
　Ｒ６はＲ６ａまたはＲ６ｂであり、
　Ｒ１ａは、
　ａ）ハロ；
　ｂ）Ｒ１１、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１１、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｒ１１、－Ｏ－Ｒ１１、－Ｓ
－Ｒ１１、－Ｓ（Ｏ）－Ｒ１１、－ＳＯ２－Ｒ１１、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｒ１１

、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１１、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｃ（＝
Ｏ）－Ｏ－Ｒ１１、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｏ－Ｒ１１、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル
－Ｓ－Ｒ１１、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｓ（Ｏ）－Ｒ１１、および－（Ｃ１～Ｃ６）
アルキル－ＳＯ２－Ｒ１１（ここで、各Ｒ１１は、Ｈ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２

～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ３

～Ｃ７）シクロアルキル、アリール、複素環、およびヘテロアリールから独立して選択さ
れ、ここで、アリール、複素環、またはヘテロアリールは、１個以上のＺ１１基でそれぞ
れ必要に応じて置換される）；および
　ｃ）－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０、－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（
Ｒ９）Ｒ１０、－ＳＯ２－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｎ（Ｒ９）Ｒ
１０、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０、－（Ｃ１～Ｃ６）ア
ルキル－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０、および－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＳＯ２

－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０（ここで、各Ｒ９は、Ｈ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、および（Ｃ３～
Ｃ７）シクロアルキルから独立して選択され、各Ｒ１０は、Ｒ１１、－（Ｃ１～Ｃ６）ア
ルキル－Ｒ１１、－ＳＯ２－Ｒ１１、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１１、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１１、お
よび－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ９）Ｒ１１から独立して選択され、ここで、各Ｒ１１は、Ｈ、（
Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、（Ｃ１

～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ３～Ｃ７）シクロアルキル、アリール、複素環、およびヘテ
ロアリールから独立して選択される）
から選択され、
　Ｒ１ｂは、
　ａ）－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｏ－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環
、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｓ－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－
（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｓ（Ｏ）－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－（Ｃ３～Ｃ６）炭素環、
－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＳＯ２－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、
－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＳＯ２－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｚ１３、－Ｃ（Ｏ）－（
Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｚ１３、－Ｏ－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｚ１３、－Ｓ－（Ｃ１

～Ｃ６）アルキル－Ｚ１３、－Ｓ（Ｏ）－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｚ１３、－ＳＯ２－
（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｚ１３、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｚ１４、－（Ｃ１～Ｃ６

）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｚ１３、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－
Ｃ（Ｏ）－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｚ１３、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｏ－（Ｃ１

～Ｃ６）アルキル－Ｚ１３、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｓ－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－
Ｚ１３、－（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル－（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、－（Ｃ２～Ｃ６）
アルキニル－（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、－（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、－ＮＲａＳＯ

２ＮＲｃＲｄ、－ＮＲａＳＯ２Ｏ（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－ＮＲａＳＯ２Ｏアリール、－
（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル－アリ
ール、－（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル－ヘテロアリール、－（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル－複
素環、－（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－（Ｃ２～Ｃ６）アルキニ
ル－アリール、－（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル－ヘテロアリール、－（Ｃ２～Ｃ６）アルキ
ニル－複素環、－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環－Ｚ１、または－（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル－
Ｚ３（ここで、任意の（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ３～
Ｃ７）炭素環、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、アリール、また
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はヘテロアリールは、単独でまたは基の一部として、１個以上のＺ１基で必要に応じて置
換される）；
　ｂ）スピロ二環式炭素環、縮合二環式炭素環、および架橋二環式炭素環（ここで、任意
のスピロ二環式炭素環、縮合二環式炭素環、または架橋二環式炭素環は、１個以上のＺ１

基で必要に応じて置換されるか、またはここで、２個のＺ１基が、それらが結合している
原子（単数または複数）と一緒に炭素環または複素環を必要に応じて形成し、ここで、前
記炭素環または複素環は、１個以上のＺ１基で必要に応じて置換される）；
　ｃ）（Ｃ１～Ｃ６）アルキル（ここで、（Ｃ１～Ｃ６）アルキルは、１個以上のＺ２基
で置換され、１個以上のＺ１基で必要に応じて置換される）；
　ｄ）－Ｘ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－Ｘ（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、－Ｘ（Ｃ２～Ｃ

６）アルケニル、－Ｘ（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、および－Ｘ（Ｃ３～Ｃ７）炭素環（こ
こで、－Ｘ（Ｃ１～Ｃ６）アルキルおよび－Ｘ（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキルは、１個以上
のＺ３基でそれぞれ独立して置換され、１個以上のＺ１基で必要に応じて置換され、ここ
で、－Ｘ（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、－Ｘ（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、および－Ｘ（Ｃ３

～Ｃ７）炭素環は、１個以上のＺ４基でそれぞれ独立して置換され、１個以上のＺ１基で
必要に応じて置換される）；
　ｅ）アリール、ヘテロアリール、複素環、－Ｘアリール、－Ｘヘテロアリール、および
－Ｘ複素環（ここで、アリール、ヘテロアリール、および複素環は、単独でまたは基の一
部として、１個以上のＺ５基でそれぞれ独立して置換され、１個以上のＺ１基で必要に応
じて置換される）；
　ｆ）（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル
、および（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル（ここで、（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ３～Ｃ

７）炭素環、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、および（Ｃ２～Ｃ６）アルキニルは、１個以上
のＺ６基でそれぞれ独立して置換され、１個以上のＺ１基で必要に応じて置換される）；
　ｇ）－ＮＲｅＲｆ、－Ｃ（Ｏ）ＮＲｅＲｆ、－ＯＣ（Ｏ）ＮＲｅＲｆ、－ＳＯ２ＮＲｅ

Ｒｆ、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＮＲｅＲｆ、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキルＣ（Ｏ）－Ｎ
ＲｅＲｆ、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－ＮＲｅＲｆ、および－（Ｃ１～Ｃ

６）アルキル－ＳＯ２ＮＲｅＲｆ（ここで、各（Ｃ１～Ｃ６）アルキルは、基の一部とし
て、１個以上のＺ６基で独立して置換され、１個以上のＺ１基で必要に応じて置換される
）；および
　ｈ）ニトロおよびシアノ
から選択され、
　Ｒ２ａは、
　ａ）ハロ；
　ｂ）Ｒ１１、Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１１、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｒ１１、－Ｏ－Ｒ１１、－Ｓ－
Ｒ１１、－Ｓ（Ｏ）－Ｒ１１、－ＳＯ２－Ｒ１１、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｒ１１、
－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１１、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｃ（＝Ｏ
）－Ｏ－Ｒ１１、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｏ－Ｒ１１、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－
Ｓ－Ｒ１１、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｓ（Ｏ）－Ｒ１１、および－（Ｃ１～Ｃ６）ア
ルキル－ＳＯ２－Ｒ１１（ここで、各Ｒ１１は、Ｈ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２～
Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ３～
Ｃ７）シクロアルキル、アリール、複素環、およびヘテロアリールから独立して選択され
、ここで、アリール、複素環、またはヘテロアリールは、１個以上のＺ１１基でそれぞれ
必要に応じて置換される）；および
　ｃ）－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０、－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（
Ｒ９）Ｒ１０、－ＳＯ２－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｎ（Ｒ９）Ｒ
１０、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０、－（Ｃ１～Ｃ６）ア
ルキル－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０、および－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＳＯ２

－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０（ここで、各Ｒ９は、Ｈ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、および（Ｃ３～
Ｃ７）シクロアルキルから独立して選択され、ここで、各Ｒ１０は、Ｒ１１、－（Ｃ１～
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Ｃ６）アルキル－Ｒ１１、－ＳＯ２－Ｒ１１、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１１、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ
１１、および－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ９）Ｒ１１から独立して選択され、ここで、各Ｒ１１は
、Ｈ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル
、（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ３～Ｃ７）シクロアルキル、アリール、複素環、お
よびヘテロアリールから独立して選択される）
から選択され、
　Ｒ２ｂは、
　ａ）－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｏ－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環
、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｓ－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－
（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｓ（Ｏ）－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、
－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＳＯ２－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、
－（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル－（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、－（Ｃ２～Ｃ６）アルキニ
ル－（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＳＯ２－（Ｃ１～Ｃ６）
アルキル－Ｚ１３、－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｚ１３、－Ｏ－（Ｃ１～Ｃ６

）アルキル－Ｚ１３、－Ｓ－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｚ１３、－Ｓ（Ｏ）－（Ｃ１～Ｃ

６）アルキル－Ｚ１３、－ＳＯ２－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｚ１３、－（Ｃ１～Ｃ６）
アルキル－Ｚ１４、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｚ
１３、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｃ（Ｏ）－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｚ１３、－（
Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｏ－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｚ１３、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキ
ル－Ｓ－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｚ１３、－（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、－ＮＲａＳＯ

２ＮＲｃＲｄ、－ＮＲａＳＯ２Ｏ（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－ＮＲａＳＯ２Ｏアリール、－
（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル－アリ
ール、－（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル－ヘテロアリール、－（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル－複
素環、－（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－（Ｃ２～Ｃ６）アルキニ
ル－アリール、－（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル－ヘテロアリール、－（Ｃ２～Ｃ６）アルキ
ニル－複素環、－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環－Ｚ１、または－（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル－
Ｚ３（ここで、任意の（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ３

～Ｃ７）炭素環、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、アリール、ま
たはヘテロアリールは、単独でまたは基の一部として、１個以上のＺ１基で必要に応じて
置換される）；
　ｂ）スピロ二環式炭素環、縮合二環式炭素環、および架橋二環式炭素環（ここで、任意
のスピロ二環式炭素環、縮合二環式炭素環、または架橋二環式炭素環は、１個以上のＺ１

基で必要に応じて置換され、２個のＺ１基が、それらが結合している原子（単数または複
数）と一緒に（Ｃ３～Ｃ７）炭素環または複素環を必要に応じて形成し、ここで、前記（
Ｃ３～Ｃ６）炭素環または複素環は、１個以上のＺ１基で必要に応じて置換される）；
　ｃ）（Ｃ１～Ｃ６）アルキル（ここで、（Ｃ１～Ｃ６）アルキルは、１個以上のＺ２基
で置換され、１個以上のＺ１基で必要に応じて置換される）；
　ｄ）－Ｘ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－Ｘ（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、－Ｘ（Ｃ２～Ｃ

６）アルケニル、－Ｘ（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、および－Ｘ（Ｃ３～Ｃ７）炭素環（こ
こで、－Ｘ（Ｃ１～Ｃ６）アルキルおよびＸ（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキルは、１個以上の
Ｚ３基でそれぞれ独立して置換され、１個以上のＺ１基で必要に応じて置換され、ここで
、－Ｘ（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、－Ｘ（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、および－Ｘ（Ｃ３～
Ｃ７）炭素環は、１個以上のＺ４基でそれぞれ独立して置換され、１個以上のＺ１基で必
要に応じて置換される）；
　ｅ）アリール、ヘテロアリール、複素環、－Ｘアリール、－Ｘヘテロアリール、および
－Ｘ複素環（ここで、アリール、ヘテロアリール、および複素環は、単独でまたは基の一
部として、１個以上のＺ５基でそれぞれ独立して置換され、１個以上のＺ１基で必要に応
じて置換される）；
　ｆ）（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル
、および（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル（ここで、（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ３～Ｃ
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７）炭素環、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、および（Ｃ２～Ｃ６）アルキニルは、１個以上
のＺ６基でそれぞれ独立して置換され、１個以上のＺ１基で必要に応じて置換される）；
　ｇ）－ＮＲｅＲｆ、－Ｃ（Ｏ）ＮＲｅＲｆ、－ＯＣ（Ｏ）ＮＲｅＲｆ、－ＳＯ２ＮＲｅ

Ｒｆ、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＮＲｅＲｆ、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキルＣ（Ｏ）－Ｎ
ＲｅＲｆ、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－ＮＲｅＲｆ、および－（Ｃ１～Ｃ

６）アルキル－ＳＯ２ＮＲｅＲｆ（ここで、各（Ｃ１～Ｃ６）アルキルは、基の一部とし
て、１個以上のＺ６基で独立して置換され、１個以上のＺ１基で必要に応じて置換される
）；および
　ｈ）ニトロおよびシアノ
から選択されるか、
　または、Ｒ１およびＲ２が、それらが結合している原子と一緒に５または６員の炭素環
または４、５、６、または７員の複素環を形成し、ここで、前記５または６員の炭素環ま
たは４、５、６、または７員の複素環は、１個以上のＺ１基で必要に応じて置換されるか
、
　または、Ｒ１およびＲ２が、それらが結合している原子と一緒に５または６員の炭素環
または４、５、６、または７員の複素環を形成し、ここで、前記５または６員の炭素環ま
たは４、５、６、または７員の複素環は１個以上のＺ７基またはＺ８基でそれぞれ独立し
て置換されるか、またはここで、２個のＺ７基が同一原子上に存在する場合、前記２個の
Ｚ７基が、それらが結合している原子と一緒に（Ｃ３～Ｃ７）炭素環または４、５、また
は６員の複素環を必要に応じて形成し、
　Ｒ３ａは、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ２～Ｃ６）ア
ルケニル、（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－（Ｃ３～Ｃ７）シク
ロアルキル、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－アリール、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－複素環
、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ヘテロアリール、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－Ｏ（Ｃ

１～Ｃ６）ハロアルキル、－Ｏ（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、－Ｏ（Ｃ２～Ｃ６）アルキニ
ル、－Ｏ（Ｃ３～Ｃ７）シクロアルキル、－Ｏアリール、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－
（Ｃ３～Ｃ７）シクロアルキル、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－アリール、－Ｏ（Ｃ１～
Ｃ６）アルキル－複素環、および－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ヘテロアリールであり、
Ｒ３ａの任意の（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ２～Ｃ６）
アルケニル、（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－（Ｃ３～Ｃ７）シ
クロアルキル、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－アリール、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－複素
環、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ヘテロアリール、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－Ｏ（
Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、－Ｏ（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、－Ｏ（Ｃ２～Ｃ６）アルキ
ニル、－Ｏ（Ｃ３～Ｃ７）シクロアルキル、－Ｏアリール、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル
－（Ｃ３～Ｃ７）シクロアルキル、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－アリール、－Ｏ（Ｃ１

～Ｃ６）アルキル－複素環、または－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ヘテロアリールは、（
Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、ハロ、オキソ、および－ＣＮから
選択される１個以上の基で必要に応じて置換され、
　Ｒ３ａ’はＨであり、
　Ｒ３ｂは、－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、アリール、ヘテロアリール、複素環、－（Ｃ１～
Ｃ６）アルキルＯＨ、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｏ－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｚ１２

、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｏ－（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル－Ｚ１２、－（Ｃ２～Ｃ６

）アルキル－Ｏ－（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル－Ｚ１２、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｓ－
（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｚ１２、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｓ－（Ｃ２～Ｃ６）アル
ケニル－Ｚ１２、－（Ｃ２～Ｃ６）アルキル－Ｓ－（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル－Ｚ１２、
－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｓ（Ｏ）－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｚ１２、－（Ｃ１～Ｃ

６）アルキル－Ｓ（Ｏ）－（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル－Ｚ１２、－（Ｃ２～Ｃ６）アルキ
ル－Ｓ（Ｏ）－（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル－Ｚ１２、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＳＯ２

－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｚ１２、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＳＯ２－（Ｃ２～Ｃ６

）アルケニル－Ｚ１２、－（Ｃ２～Ｃ６）アルキル－ＳＯ２－（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル
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－Ｚ１２、－（Ｃ２～Ｃ６）アルキル－ＮＲａＲｂ、－（Ｃ２～Ｃ６）アルキルＯＣ（Ｏ
）－ＮＲｃＲｄ、－（Ｃ２～Ｃ６）アルキル－ＮＲａ－Ｃ（Ｏ）－ＯＲｂ、－（Ｃ２～Ｃ

６）アルキル－ＮＲａ－Ｃ（Ｏ）－ＮＲａＲｂ、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＳＯ２（Ｃ

１～Ｃ６）アルキル、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＳＯ２ＮＲｃＲｄ、－（Ｃ１～Ｃ６）
アルキル－ＮＲａＳＯ２ＮＲｃＲｄ、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＮＲａＳＯ２Ｏ（Ｃ３

～Ｃ７）炭素環、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＮＲａＳＯ２Ｏアリール、－（Ｃ１～Ｃ６

）アルキル－ＮＲａ－ＳＯ２－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｎ
Ｒａ－ＳＯ２－（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＮＲａ－ＳＯ

２－（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＮＲａ－ＳＯ２－（Ｃ２～
Ｃ６）アルキニル、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＮＲａ－ＳＯ２－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環
、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＮＲａ－ＳＯ２－（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、－（Ｃ１～
Ｃ６）アルキル－ＮＲａ－ＳＯ２－アリール、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＮＲａ－ＳＯ

２－ヘテロアリール、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＮＲａ－ＳＯ２－複素環、－Ｏ（Ｃ１

～Ｃ６）アルキル－ＮＲａＲｂ、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキルＯＣ（Ｏ）－ＮＲｃＲｄ、
－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＮＲａ－Ｃ（Ｏ）－ＯＲｂ、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル
－ＮＲａ－Ｃ（Ｏ）－ＮＲａＲｂ、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＮＲａ－ＳＯ２－（Ｃ

１～Ｃ６）アルキル、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＮＲａ－ＳＯ２－（Ｃ１～Ｃ６）ハ
ロアルキル、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＮＲａ－ＳＯ２－（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル
、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＮＲａ－ＳＯ２－（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、－Ｏ（Ｃ

１～Ｃ６）アルキル－ＮＲａ－ＳＯ２－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アル
キル－ＮＲａ－ＳＯ２－（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＮＲ

ａ－ＳＯ２－アリール、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＮＲａ－ＳＯ２－ヘテロアリール
、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＮＲａ－ＳＯ２－複素環、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル
－ＮＲａ－ＳＯ２－ＮＲａＲｂ、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＮＲａ－ＳＯ２－（Ｃ３

～Ｃ７）炭素環、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＮＲａ－ＳＯ２－（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭
素環、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＮＲａ－ＳＯ２－アリール、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）ア
ルキル－ＮＲａＳＯ２ＮＲｃＲｄ、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＮＲａＳＯ２Ｏ（Ｃ３

～Ｃ７）炭素環、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＮＲａＳＯ２Ｏアリール、－Ｏヘテロア
リール、－Ｏ複素環、－Ｓヘテロアリール、－Ｓ複素環、－Ｓ（Ｏ）ヘテロアリール、－
Ｓ（Ｏ）複素環、－ＳＯ２ヘテロアリール、または－ＳＯ２複素環であり、ここで、Ｒ３

ｂの任意の（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２～Ｃ６）アルキ
ニル、アリール、（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、ヘテロアリール、
または複素環は、単独でまたは基の一部として、１個以上のＺ１基で必要に応じて置換さ
れ、
　Ｒ３ｂ’は、Ｈ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、または－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキルである
か、あるいは、
　Ｒ３ｂおよびＲ３ｂ’が、それらが結合している炭素と一緒に複素環または（Ｃ３～Ｃ

７）炭素環を形成し、ここで、Ｒ３ｂおよびＲ３ｂ’とそれらが結合している炭素との複
素環または（Ｃ３～Ｃ７）炭素環は、１個以上のＺ１基で必要に応じて置換され、
　Ｒ４ａは、アリール、複素環、およびヘテロアリールから選択され、ここで、Ｒ４ａの
任意のアリール、複素環、およびヘテロアリールは、ハロ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（
Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ３～Ｃ７）シクロアルキル
、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－（Ｃ３～Ｃ７）シクロアルキル、－ＯＨ、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ

６）アルキル、－ＳＨ、－Ｓ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－ＮＨ２、－ＮＨ（Ｃ１～Ｃ６）
アルキル、および－Ｎ（（Ｃ１～Ｃ６）アルキル）２からそれぞれ独立して選択される１
個以上の基で必要に応じて置換され、ここで、（Ｃ１～Ｃ６）アルキルは、ヒドロキシ、
－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、シアノ、またはオキソで必要に応じて置換され、
　Ｒ４ｂは、
　ａ）（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、および（Ｃ２～Ｃ６）アル
キニル（ここで、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、または（Ｃ２～
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Ｃ６）アルキニルは、１個以上のＺ１基でそれぞれ必要に応じて置換される）；
　ｂ）（Ｃ３～Ｃ１４）炭素環（ここで、（Ｃ３～Ｃ１４）炭素環は、１個以上のＺ１基
で必要に応じて置換されるか、またはここで、２個のＺ１基が、それらが結合している原
子（単数または複数）と一緒に（Ｃ３～Ｃ７）炭素環または複素環を必要に応じて形成す
る）；
　ｃ）スピロ複素環または架橋複素環（ここで、スピロ複素環または架橋複素環は１個以
上のＺ１基で必要に応じて置換されるか、またはここで、２個のＺ１基が、それらが結合
している原子（単数または複数）と一緒に（Ｃ３～Ｃ７）炭素環または複素環を必要に応
じて形成する）；および
　ｄ）アリール、ヘテロアリール、スピロ複素環、縮合複素環、または架橋複素環（ここ
で、アリール、ヘテロアリール、スピロ複素環、縮合複素環、および架橋複素環は、１個
以上のＺ７基でそれぞれ独立して置換され、１個以上のＺ１基で必要に応じて置換される
）
から選択されるか、または、
　Ｒ４およびＲ３が、それらが結合している原子と一緒に大環状複素環または大環状炭素
環を形成し、ここで、Ｒ４およびＲ３とそれらが結合している原子との任意の大環状複素
環または大環状炭素環を、１個以上のＺ１基で必要に応じて置換することができ、Ｒ３ｂ

’は、Ｈ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、または－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキルであり、
　Ｒ５ａは、
　ａ）ハロ；
　ｂ）Ｒ１１、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１１、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｒ１１、－Ｏ－Ｒ１１、－Ｓ
－Ｒ１１、－Ｓ（Ｏ）－Ｒ１１、－ＳＯ２－Ｒ１１、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｒ１１

、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１１、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｃ（＝
Ｏ）－Ｏ－Ｒ１１、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｏ－Ｒ１１、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル
－Ｓ－Ｒ１１、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｓ（Ｏ）－Ｒ１１、および－（Ｃ１～Ｃ６）
アルキル－ＳＯ２－Ｒ１１（ここで、各Ｒ１１は、Ｈ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２

～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ３

～Ｃ７）炭素環、アリール、複素環、およびヘテロアリールから独立して選択され、ここ
で、アリール、複素環、およびヘテロアリールは、１個以上のＺ１１基でそれぞれ必要に
応じて置換される）；および
　ｃ）－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０、－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（
Ｒ９）Ｒ１０、－ＳＯ２－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｎ（Ｒ９）Ｒ
１０、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０、－（Ｃ１～Ｃ６）ア
ルキル－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０、および－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＳＯ２

－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０（ここで、各Ｒ９は、Ｈ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、および（Ｃ３～
Ｃ７）シクロアルキルから独立して選択され、各Ｒ１０は、Ｒ１１、－（Ｃ１～Ｃ６）ア
ルキル－Ｒ１１、－ＳＯ２－Ｒ１１、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１１、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１１、お
よび－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ９）Ｒ１１から独立して選択され、ここで、各Ｒ１１は、Ｈ、（
Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、（Ｃ１

～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ３～Ｃ７）シクロアルキル、アリール、複素環、およびヘテ
ロアリールから独立して選択される）
から選択され、
　Ｒ５ｂは、
　ａ）－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｏ－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環
、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｓ－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－
（Ｃ１～Ｃ６）アルキルＳ（Ｏ）－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－（Ｃ３～Ｃ６）炭素環、－
（Ｃ１～Ｃ６）アルキルＳＯ２（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－（Ｃ

２～Ｃ６）アルケニル－（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、－（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル－（
Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、－（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、－ＮＲａＳＯ２ＮＲｃＲｄ、
－ＮＲａＳＯ２Ｏ（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－ＮＲａＳＯ２Ｏアリール、－（Ｃ２～Ｃ６）
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アルケニル－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル－アリール、－（Ｃ２

～Ｃ６）アルケニル－ヘテロアリール、－（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル－複素環、－（Ｃ２

～Ｃ６）アルキニル－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル－アリール、
－（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル－ヘテロアリール、－（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル－複素環、
－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環－Ｚ１、または－（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル－Ｚ３（ここで、
任意の（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、
（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、アリール、またはヘテロアリー
ルは、単独でまたは基の一部として、１個以上のＺ１基で必要に応じて置換される）；
　ｂ）スピロ二環式炭素環、縮合二環式炭素環、および架橋二環式炭素環（ここで、任意
のスピロ二環式炭素環、縮合二環式炭素環、または架橋二環式炭素環は、１個以上のＺ１

基で必要に応じて置換されるか、またはここで、２個のＺ１基が、それらが結合している
原子（単数または複数）と一緒に（Ｃ３～Ｃ７）炭素環または複素環を必要に応じて形成
し、ここで、前記（Ｃ３～Ｃ７）炭素環または複素環は１個以上のＺ１基で必要に応じて
置換される）；
　ｃ）（Ｃ１～Ｃ６）アルキル（ここで、（Ｃ１～Ｃ６）アルキルは、１個以上のＺ２基
で置換され、１個以上のＺ１基で必要に応じて置換される）；
　ｄ）－Ｘ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－Ｘ（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、－Ｘ（Ｃ２～Ｃ

６）アルケニル、－Ｘ（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、および－Ｘ（Ｃ３～Ｃ７）炭素環（こ
こで、－Ｘ（Ｃ１～Ｃ６）アルキルおよび－Ｘ（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキルは、１個以上
のＺ３基でそれぞれ独立して置換され、１個以上のＺ１基で必要に応じて置換され、ここ
で、－Ｘ（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、－Ｘ（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、および－Ｘ（Ｃ３

～Ｃ７）炭素環は、１個以上のＺ４基でそれぞれ独立して置換され、１個以上のＺ１基で
必要に応じて置換される）；
　ｅ）アリール、ヘテロアリール、複素環、－Ｘアリール、－Ｘヘテロアリール、および
－Ｘ複素環（ここで、アリール、ヘテロアリール、および複素環は、単独でまたは基の一
部として、１個以上のＺ５基でそれぞれ独立して置換され、１個以上のＺ１基で必要に応
じて置換される）；
　ｆ）（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル
、および（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル（ここで、（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ３～Ｃ

７）炭素環、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、および（Ｃ２～Ｃ６）アルキニルは、１個以上
のＺ６基でそれぞれ独立して置換され、１個以上のＺ１基で必要に応じて置換される）；
　ｇ）－ＮＲｅＲｆ、－Ｃ（Ｏ）ＮＲｅＲｆ、－ＯＣ（Ｏ）ＮＲｅＲｆ、－ＳＯ２ＮＲｅ

Ｒｆ、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＮＲｅＲｆ、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキルＣ（Ｏ）－Ｎ
ＲｅＲｆ、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－ＮＲｅＲｆ、および－（Ｃ１～Ｃ

６）アルキル－ＳＯ２ＮＲｅＲｆ（ここで、各（Ｃ１～Ｃ６）アルキルは、１個以上のＺ
６基で独立して置換され、１個以上のＺ１基で必要に応じて置換される）；
　ｈ）ニトロおよびシアノ；
　ｉ）アリール、ヘテロアリール、および複素環（ここで、アリール、ヘテロアリール、
および複素環は、１個以上のＺ１５基でそれぞれ独立して置換され、１個以上のＺ１基で
必要に応じて置換される）；および
　ｊ）オキソ
から選択され、
　Ｒ６ａは、
　ａ）Ｒ１１、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１１、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｒ１１、－Ｏ－Ｒ１１、－Ｓ
－Ｒ１１、－Ｓ（Ｏ）－Ｒ１１、－ＳＯ２－Ｒ１１、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｒ１１

、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１１、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｃ（＝
Ｏ）－Ｏ－Ｒ１１、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｏ－Ｒ１１、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル
－Ｓ－Ｒ１１、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｓ（Ｏ）－Ｒ１１、および－（Ｃ１～Ｃ６）
アルキル－ＳＯ２－Ｒ１１（ここで、各Ｒ１１は、Ｈ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２

～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ３
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～Ｃ７）シクロアルキル、アリール、複素環、およびヘテロアリールから独立して選択さ
れ、ここで、アリール、複素環、およびヘテロアリールは、１個以上のＺ１１基でそれぞ
れ必要に応じて置換される）；および
　ｂ）－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０、－ＳＯ２－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０、－（Ｃ１～Ｃ６

）アルキル－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ９）Ｒ
１０、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０、および－（Ｃ１

～Ｃ６）アルキル－ＳＯ２－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０（ここで、各Ｒ９は、Ｈ、（Ｃ１～Ｃ６）
アルキル、および（Ｃ３～Ｃ７）シクロアルキルから独立して選択され、各Ｒ１０は、Ｒ
１１、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｒ１１、－ＳＯ２－Ｒ１１、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１１、
－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１１、および－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ９）Ｒ１１から独立して選択され、こ
こで、各Ｒ１１は、Ｈ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２～
Ｃ６）アルキニル、（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ３～Ｃ７）シクロアルキル、－（
Ｃ１～Ｃ６）アルキルアリール、アリール、複素環、およびヘテロアリールから独立して
選択され、ここで、アリール、複素環、およびヘテロアリールは、１個以上のＺ１１基で
それぞれ必要に応じて置換される）
から選択され、
　Ｒ６ｂは、
　ａ）－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＳＯ２－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｚ１３、－Ｃ（Ｏ
）－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｚ１３、－Ｏ－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｚ１３、－Ｓ－
（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｚ１３、－Ｓ（Ｏ）－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｚ１３、－Ｓ
Ｏ２－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｚ１３、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｚ１４、－（Ｃ１

～Ｃ６）アルキル－Ｃ（Ｏ）－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｚ１３、－（Ｃ１～Ｃ６）アル
キル－Ｃ（Ｏ）－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｚ１３、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｏ－
（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｚ１３、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｓ－（Ｃ１～Ｃ６）アル
キル－Ｚ１３、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｏ－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－（Ｃ３～Ｃ７

）炭素環、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｓ－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－（Ｃ３～Ｃ７）炭
素環、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｓ（Ｏ）－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－（Ｃ３～Ｃ７）
炭素環、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＳＯ２－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－（Ｃ３～Ｃ７）
炭素環、－（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル－（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、－（Ｃ２～Ｃ６）
アルキニル－（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、－（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、－（Ｃ２～Ｃ

６）アルケニル－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル－アリール、－（
Ｃ２～Ｃ６）アルケニル－ヘテロアリール、－（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル－複素環、－（
Ｃ２～Ｃ６）アルキニル－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル－アリー
ル、－（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル－ヘテロアリール、－（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル－複素
環、－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環－Ｚ１、－（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル－Ｚ３、－ＮＲａＳ
Ｏ２ＮＲｃＲｄ、－ＮＲａＳＯ２Ｏ（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、および－ＮＲａＳＯ２Ｏアリ
ール（ここで、任意の（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ３～
Ｃ７）炭素環、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、アリール、複素
環、およびヘテロアリールは、単独でまたは基の一部として、１個以上のＺ１基で必要に
応じて置換される）；
　ｂ）スピロ二環式炭素環、縮合二環式炭素環、および架橋二環式炭素環（ここで、任意
のスピロ二環式炭素環、縮合二環式炭素環、および架橋二環式炭素環は、１個以上のＺ１

基で必要に応じて置換されるか、またはここで、２個のＺ１基が、それらが結合している
原子（単数または複数）と一緒に（Ｃ３～Ｃ７）炭素環または複素環を必要に応じて形成
し、ここで、前記（Ｃ３～Ｃ７）炭素環または複素環は、１個以上のＺ１基で必要に応じ
て置換される）；
　ｃ）（Ｃ１～Ｃ６）アルキル（ここで、（Ｃ１～Ｃ６）アルキルは、１個以上のＺ２基
で置換され、１個以上のＺ１基で必要に応じて置換される）；
　ｄ）－Ｘ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－Ｘ（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、－Ｘ（Ｃ２～Ｃ

６）アルケニル、－Ｘ（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、および－Ｘ（Ｃ３～Ｃ７）炭素環（こ
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こで、－Ｘ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、および－Ｘ（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキルは、１個以
上のＺ３基でそれぞれ独立して置換され、１個以上のＺ１基で必要に応じて置換され、こ
こで、－Ｘ（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、－Ｘ（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、および－Ｘ（Ｃ

３～Ｃ７）炭素環は、１個以上のＺ４基でそれぞれ独立して置換され、１個以上のＺ１基
で必要に応じて置換される）；
　ｅ）アリール、ヘテロアリール、複素環、－Ｘアリール、－Ｘヘテロアリール、および
－Ｘ複素環（ここで、アリール、ヘテロアリール、および複素環は、単独でまたは基の一
部として、１個以上のＺ５基でそれぞれ独立して置換され、１個以上のＺ１基で必要に応
じて置換される）；
　ｆ）（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル
、および（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル（ここで、（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ３～Ｃ

７）炭素環、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、および（Ｃ２～Ｃ６）アルキニルは、１個以上
のＺ６基でそれぞれ独立して置換され、１個以上のＺ１基で必要に応じて置換される）；
および
　ｇ）－Ｃ（Ｏ）ＮＲｅＲｆ、－ＳＯ２ＮＲｅＲｆ、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＮＲｅ

Ｒｆ、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキルＣ（Ｏ）－ＮＲｅＲｆ、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｏ
－Ｃ（Ｏ）－ＮＲｅＲｆ、および－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＳＯ２ＮＲｅＲｆ（ここで
、任意の（Ｃ１～Ｃ６）アルキルは、基の一部として、１個以上のＺ１基で必要に応じて
置換される）
から選択され、
　各Ｘは、Ｏ、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、－ＳＯ２－、－
（Ｃ１～Ｃ６）アルキルＯ－、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキルＣ（Ｏ）－、－（Ｃ１～Ｃ６）
アルキルＣ（Ｏ）Ｏ－、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキルＳ－、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキルＳ（
Ｏ）－、および－（Ｃ１～Ｃ６）アルキルＳＯ２－から独立して選択され、
　各Ｚ１は、ハロ、－ＮＯ２、－ＯＨ、＝ＮＯＲａ、－ＳＨ、－ＣＮ、（Ｃ１～Ｃ６）ア
ルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、（Ｃ１～Ｃ６）ハロア
ルキル、（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、アリール、ヘテロアリール
、複素環、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－Ｏ（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、－Ｏ（Ｃ２～
Ｃ６）アルキニル、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、－Ｏ（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－Ｏ
（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、－Ｏアリール、－Ｏヘテロアリール、－Ｏ複素環、－Ｓ（Ｃ

１～Ｃ６）アルキル、－Ｓ（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、－Ｓ（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、
－Ｓ（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、－Ｓ（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－Ｓ（Ｃ３～Ｃ７）ハロ
炭素環、－Ｓアリール、－Ｓヘテロアリール、－Ｓ複素環、－Ｓ（Ｏ）（Ｃ１～Ｃ６）ア
ルキル、－Ｓ（Ｏ）（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、－Ｓ（Ｏ）（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、
－Ｓ（Ｏ）（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、－Ｓ（Ｏ）（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－Ｓ（Ｏ）
（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、－ＳＯ２（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－Ｓ（Ｏ）アリール、－
Ｓ（Ｏ）炭素環、－Ｓ（Ｏ）ヘテロアリール、－Ｓ（Ｏ）複素環、－ＳＯ２（Ｃ２～Ｃ６

）アルケニル、－ＳＯ２（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、－ＳＯ２（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキ
ル、－ＳＯ２（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－ＳＯ２（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、－ＳＯ２アリ
ール、－ＳＯ２ヘテロアリール、－ＳＯ２複素環、－ＳＯ２ＮＲｃＲｄ、－ＮＲｃＲｄ、
－ＮＲａＣ（Ｏ）Ｒａ、－ＮＲａＣ（Ｏ）ＯＲｂ、－ＮＲａＣ（Ｏ）ＮＲｃＲｄ、－ＮＲ

ａＳＯ２Ｒｂ、－ＮＲａＳＯ２ＮＲｃＲｄ、－ＮＲａＳＯ２Ｏ（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－
ＮＲａＳＯ２Ｏアリール、－ＯＳ（Ｏ）２Ｒａ、－Ｃ（Ｏ）Ｒａ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲｂ、－
Ｃ（Ｏ）ＮＲｃＲｄ、および－ＯＣ（Ｏ）ＮＲｃＲｄから独立して選択され、ここで、Ｚ
１の任意の（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２～Ｃ６）アルキ
ニル、－（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環
、アリール、ヘテロアリール、または複素環は、単独でまたは基の一部として、１個以上
のハロゲン、－ＯＨ、－ＯＲｂ、－ＣＮ、－ＮＲａＣ（Ｏ）２Ｒｂ、－ヘテロアリール、
－複素環、－Ｏヘテロアリール、－Ｏ複素環、－ＮＨヘテロアリール、－ＮＨ複素環、ま
たは－Ｓ（Ｏ）２ＮＲｃＲｄで必要に応じて置換され、



(22) JP 2014-514323 A5 2015.6.11

　各Ｚ２は、－ＮＯ２、－ＣＮ、スピロ複素環、架橋複素環、スピロ二環式炭素環、架橋
二環式炭素環、ＮＲａＳＯ２（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－ＮＲａＳＯ２アリール、－ＮＲａ

ＳＯ２ヘテロアリール、－ＮＲａＳＯ２ＮＲｃＲｄ、－ＮＲａＳＯ２Ｏ（Ｃ３～Ｃ７）炭
素環、および－ＮＲａＳＯ２Ｏアリールから独立して選択され、
　各Ｚ３は、－ＮＯ２、－ＣＮ、－ＯＨ、オキソ、＝ＮＯＲａ、チオキソ、アリール、複
素環、ヘテロアリール、（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－Ｏ
（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－Ｏ（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、－Ｏアリール、－Ｏ複素環、－
Ｏヘテロアリール、－Ｓ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－Ｓ（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－Ｓ（Ｃ

３～Ｃ７）ハロ炭素環、－Ｓアリール、－Ｓ複素環、－Ｓヘテロアリール、－Ｓ（Ｏ）（
Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－Ｓ（Ｏ）（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－Ｓ（Ｏ）（Ｃ３～Ｃ７）ハ
ロ炭素環、－Ｓ（Ｏ）アリール、－Ｓ（Ｏ）複素環、－Ｓ（Ｏ）ヘテロアリール、－ＳＯ

２（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－ＳＯ２（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－ＳＯ２（Ｃ３～Ｃ７）ハ
ロ炭素環、ＳＯ２アリール、－ＳＯ２複素環、－ＳＯ２ヘテロアリール、－ＮＲａＲｂ、
－ＮＲａＣ（Ｏ）Ｒｂ、－Ｃ（Ｏ）ＮＲｃＲｄ、－ＳＯ２ＮＲｃＲｄ、－ＮＲａＳＯ２Ｎ
ＲｃＲｄ、－ＮＲａＳＯ２Ｏ（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、および－ＮＲａＳＯ２Ｏアリールか
ら独立して選択され、
　各Ｚ４は、ハロゲン、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－（Ｃ１～
Ｃ６）ハロアルキル、－ＮＯ２、－ＣＮ、－ＯＨ、オキソ、＝ＮＯＲａ、チオキソ、－ア
リール、－複素環、－ヘテロアリール、－（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６

）アルキル、－Ｏ（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－Ｏ（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、－Ｏアリール
、－Ｏ複素環、－Ｏヘテロアリール、－Ｓ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－Ｓ（Ｃ３～Ｃ７）
炭素環、－Ｓ（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、－Ｓアリール、－Ｓ複素環、－Ｓヘテロアリー
ル、－Ｓ（Ｏ）（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－Ｓ（Ｏ）（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－Ｓ（Ｏ）
（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、－Ｓ（Ｏ）アリール、－Ｓ（Ｏ）複素環、－Ｓ（Ｏ）ヘテロ
アリール、－ＳＯ２（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－ＳＯ２（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－ＳＯ２

（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、ＳＯ２アリール、－ＳＯ２複素環、－ＳＯ２ヘテロアリール
、－ＮＲａＲｂ、－ＮＲａＣ（Ｏ）Ｒａ、－Ｃ（Ｏ）ＮＲｃＲｄ、－ＳＯ２ＮＲｃＲｄ、
－ＮＲａＳＯ２ＮＲｃＲｄ、－ＮＲａＳＯ２Ｏ（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、および－ＮＲａＳ
Ｏ２Ｏアリールから独立して選択され、
　各Ｚ５は、－ＮＯ２、－ＣＮ、－ＮＲａＳＯ２ＮＲｃＲｄ、－ＮＲａＳＯ２Ｏ（Ｃ３～
Ｃ７）炭素環、－ＮＲａＳＯ２Ｏアリール、－ＮＲａＳＯ２（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－
ＮＲａＳＯ２（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、－ＮＲａＳＯ２（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、－
ＮＲａＳＯ２（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－ＮＲａＳＯ２（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、－ＮＲ

ａＳＯ２アリール、－ＮＲａＳＯ２ヘテロアリール（ｈｅｔｅｒａｒｙｌ）、－ＮＲａＳ
Ｏ２ヘテロアリール、－ＮＲａＳＯ２複素環、－ＮＲａＣ（Ｏ）アルキル、－ＮＲａＣ（
Ｏ）アルケニル、－ＮＲａＣ（Ｏ）アルキニル、－ＮＲａＣ（Ｏ）（Ｃ３～Ｃ７）炭素環
、－ＮＲａＣ（Ｏ）（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、－ＮＲａＣ（Ｏ）アリール、－ＮＲａＣ
（Ｏ）ヘテロアリール、－ＮＲａＣ（Ｏ）複素環、－ＮＲａＣ（Ｏ）ＮＲｃＲｄ、および
－ＮＲａＣ（Ｏ）ＯＲｂから独立して選択され、
　各Ｚ６は、－ＮＯ２、－ＣＮ、－ＮＲａＲａ、ＮＲａＣ（Ｏ）Ｒｂ、－Ｃ（Ｏ）ＮＲｃ

Ｒｄ、（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、アリール、ヘテロアリール、複素環、－Ｏアリール、
－Ｏヘテロアリール、－Ｏ複素環、－Ｏ（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）
アルキル、－Ｏ（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、－Ｓアリール
、－Ｓヘテロアリール、－Ｓ複素環、－Ｓ（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、－Ｓ（Ｃ１～Ｃ６

）アルキル、－Ｓ（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－Ｓ（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、－Ｓ（Ｏ）
アリール、－Ｓ（Ｏ）ヘテロアリール、－Ｓ（Ｏ）複素環、－Ｓ（Ｏ）（Ｃ３～Ｃ７）ハ
ロ炭素環、－Ｓ（Ｏ）（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－Ｓ（Ｏ）（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－Ｓ
（Ｏ）（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、－ＳＯ２アリール、－ＳＯ２ヘテロアリール、－Ｓ
Ｏ２複素環、－ＳＯ２（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－ＳＯ２（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、
－ＳＯ２（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－ＳＯ２（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、－ＳＯ２ＮＲｃＲ
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ｄ、－ＮＲａＳＯ２（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、－ＮＲａＳＯ２アリール、－ＮＲａＳＯ

２ヘテロアリール（ｈｅｔｅｒａｒｙｌ）、－ＮＲａＳＯ２ヘテロアリール、－ＮＲａＳ
Ｏ２ＮＲｃＲｄ、－ＮＲａＳＯ２Ｏ（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、および－ＮＲａＳＯ２Ｏアリ
ールから独立して選択され、ここで、Ｚ６の任意のアリールは、単独でまたは基の一部と
して、１個以上のハロゲン、－ＯＨ、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－ＣＮ、または－（
Ｃ１～Ｃ６）アルキルで必要に応じて置換され、
　各Ｚ７は、－ＮＯ２、＝ＮＯＲａ、－ＣＮ、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｚ１２、－（
Ｃ２～Ｃ６）アルケニル－Ｚ１２、－（Ｃ２～Ｃ６）アルケニルＯＨ、－（Ｃ２～Ｃ６）
アルキニル－Ｚ１２、－（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル－ＯＨ、－（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキ
ル－Ｚ１２、－（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキルＯＨ、－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環－Ｚ１２、－
（Ｃ３～Ｃ７）炭素環ＯＨ、（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキルＮＲ

ｃＲｄ、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキルＮＲａＣ（Ｏ）Ｒａ、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキルＮＲ

ａＳＯ２Ｒａ、アリール、ヘテロアリール、複素環、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｚ１

２、－Ｏ（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、－Ｏ（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６

）ハロアルキル、－Ｏ（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－Ｏ（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、－Ｏアリ
ール、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキルＮＲｃＲｄ、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキルＮＲａＣ（
Ｏ）Ｒａ、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキルＮＲａＳＯ２Ｒａ、－Ｏヘテロアリール、－Ｏ複
素環、－Ｓ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｚ１２、－Ｓ（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、－Ｓ（Ｃ

２～Ｃ６）アルキニル、－Ｓ（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、－Ｓ（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、
－Ｓ（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、－Ｓ（Ｃ１～Ｃ６）アルキルＮＲｃＲｄ、－Ｓ（Ｃ１～
Ｃ６）アルキルＮＲａＣ（Ｏ）Ｒａ、－Ｓ（Ｃ１～Ｃ６）アルキルＮＲａＳＯ２Ｒａ、－
Ｓアリール、－Ｓヘテロアリール、－Ｓ複素環、－Ｓ（Ｏ）（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－
Ｓ（Ｏ）（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、－Ｓ（Ｏ）（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、－Ｓ（Ｏ）
（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、－Ｓ（Ｏ）（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－Ｓ（Ｏ）（Ｃ３～Ｃ

７）ハロ炭素環、－ＳＯ２（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－Ｓ（Ｏ）（Ｃ１～Ｃ６）アルキル
ＮＲｃＲｄ、－Ｓ（Ｏ）（Ｃ１～Ｃ６）アルキルＮＲａＣ（Ｏ）Ｒａ、－Ｓ（Ｏ）（Ｃ１

～Ｃ６）アルキルＮＲａＳＯ２Ｒａ、－Ｓ（Ｏ）アリール、－Ｓ（Ｏ）ヘテロアリール、
－Ｓ（Ｏ）複素環、－ＳＯ２（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－ＳＯ２（Ｃ２～Ｃ６）アルケニ
ル、－ＳＯ２（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、－ＳＯ２（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、－ＳＯ

２（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－ＳＯ２（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、－ＳＯ２アリール、－Ｓ
Ｏ２ヘテロアリール、－ＳＯ２複素環、－ＳＯ２（Ｃ１～Ｃ６）アルキルＮＲｃＲｄ、－
ＳＯ２（Ｃ１～Ｃ６）アルキルＮＲａＣ（Ｏ）Ｒａ、－ＳＯ２（Ｃ１～Ｃ６）アルキルＮ
ＲａＳＯ２Ｒａ、－ＳＯ２ＮＲｃＲｄ、－ＮＲａＣ（Ｏ）ＯＲｂ、－ＮＲａＣ（Ｏ）ＮＲ

ｃＲｄ、－ＮＲａＳＯ２Ｒｂ、－ＮＲａＳＯ２ＮＲｃＲｄ、－ＮＲａＳＯ２Ｏ（Ｃ３～Ｃ

７）炭素環、－ＮＲａＳＯ２Ｏアリール、－ＯＳ（Ｏ）２Ｒａ、－Ｃ（Ｏ）ＮＲｃＲｄ、
および－ＯＣ（Ｏ）ＮＲｃＲｄから独立して選択され、ここで、Ｚ７の任意の（Ｃ１～Ｃ

６）アルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、（Ｃ３～Ｃ７）
炭素環、（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、アリール、ヘテロアリール、または複素環は、単独
でまたは基の一部として、１個以上のハロゲン、－ＯＨ、－ＯＲｂ、－ＣＮ、－ＮＲａＣ
（Ｏ）２Ｒｂ、ヘテロアリール、複素環、－Ｏヘテロアリール、－Ｏ複素環、－ＮＨヘテ
ロアリール、－ＮＨ複素環、または－Ｓ（Ｏ）２ＮＲｃＲｄで必要に応じて置換され、
　各Ｚ８は、－ＮＯ２または－ＣＮから独立して選択され、
　各Ｚ１０は、
　　ｉ）ハロ、オキソ、チオキソ、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ１～Ｃ６）ハロアル
キル、（Ｃ３～Ｃ７）シクロアルキル、（Ｃ３～Ｃ７）シクロアルキル－（Ｃ１～Ｃ６）
アルキル－、－ＯＨ、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、
－ＳＨ、－Ｓ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－ＳＯ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－ＳＯ２（Ｃ１

～Ｃ６）アルキル、－ＮＨ２、－ＮＨ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、および－Ｎ（（Ｃ１～Ｃ

６）アルキル）２；
　　ｉｉ）－ＯＨ、－Ｏ－（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、または－Ｏ－（Ｃ１～Ｃ６）ア
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ルキルで必要に応じて置換された（Ｃ１～Ｃ６）アルキル；および
　　ｉｉｉ）アリール、複素環、およびヘテロアリール（前記アリール、複素環、および
ヘテロアリールは、ハロ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、またはＣＯＯＨで必要に応じて置換
される）
から独立して選択され、
　各Ｚ１１は、Ｚ１０、－Ｃ（＝Ｏ）－ＮＨ２、－Ｃ（＝Ｏ）－ＮＨ（Ｃ１～Ｃ４）アル
キル、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（（Ｃ１～Ｃ４）アルキル）２、－Ｃ（＝Ｏ）－アリール、－Ｃ
（＝Ｏ）－複素環、および－Ｃ（＝Ｏ）－ヘテロアリールから独立して選択され、
　各Ｚ１２は、－ＮＯ２、＝ＮＯＲａ、チオキソ、アリール、複素環、－ヘテロアリール
、（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－Ｏ（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－Ｏ
（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環（ｈａｌｏｃａｒｂｏｃｙｌｅ）、－Ｏアリール、－Ｏ複素環
、－Ｏヘテロアリール、－Ｓ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－Ｓ（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－Ｓ
（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環（ｈａｌｏｃａｒｂｏｃｙｌｅ）、－Ｓアリール、－Ｓ複素環
、－Ｓヘテロアリール、－Ｓ（Ｏ）（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－Ｓ（Ｏ）（Ｃ３～Ｃ７）
炭素環、－Ｓ（Ｏ）（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、－Ｓ（Ｏ）アリール、－Ｓ（Ｏ）複素環
、－Ｓ（Ｏ）ヘテロアリール、－ＳＯ２（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－ＳＯ２（Ｃ３～Ｃ７

）炭素環、－ＳＯ２（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、ＳＯ２アリール、－ＳＯ２複素環、－Ｓ
Ｏ２ヘテロアリール、－ＮＲａＲａ、－ＮＲａＣ（Ｏ）Ｒｂ、－Ｃ（Ｏ）ＮＲｃＲｄ、－
ＳＯ２ＮＲｃＲｄ、－ＮＲａＳＯ２ＮＲｃＲｄ、－ＮＲａＳＯ２Ｏ（Ｃ３～Ｃ７）炭素環
、および－ＮＲａＳＯ２Ｏアリールから独立して選択され、
　各Ｚ１３は、－ＮＯ２、－ＯＨ、＝ＮＯＲａ、－ＳＨ、－ＣＮ、（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭
素環、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－Ｏ（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、－Ｏ（Ｃ２～Ｃ６

）アルキニル、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、－Ｏ（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－Ｏ（Ｃ

３～Ｃ７）ハロ炭素環、－Ｏアリール、－Ｏヘテロアリール、－Ｏ複素環、－Ｓ（Ｃ１～
Ｃ６）アルキル、－Ｓ（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、－Ｓ（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、－Ｓ
（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、－Ｓ（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－Ｓ（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素
環、－Ｓアリール、－Ｓヘテロアリール、－Ｓ複素環、－Ｓ（Ｏ）（Ｃ１～Ｃ６）アルキ
ル、－Ｓ（Ｏ）（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、－Ｓ（Ｏ）（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、－Ｓ
（Ｏ）（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、－Ｓ（Ｏ）（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－Ｓ（Ｏ）（Ｃ

３～Ｃ７）ハロ炭素環、－Ｓ（Ｏ）アリール、－Ｓ（Ｏ）ヘテロアリール、－Ｓ（Ｏ）複
素環、－ＳＯ２（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－ＳＯ２（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、－ＳＯ２

（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、－ＳＯ２（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、－ＳＯ２（Ｃ３～Ｃ

７）炭素環、－ＳＯ２（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、－ＳＯ２アリール、－ＳＯ２ヘテロア
リール、－ＳＯ２複素環、－ＳＯ２ＮＲｃＲｄ、－ＮＲｃＲｄ、－ＮＲａＣ（Ｏ）Ｒａ、
－ＮＲａＣ（Ｏ）ＯＲｂ、－ＮＲａＣ（Ｏ）ＮＲｃＲｄ、－ＮＲａＳＯ２Ｒｂ、－ＮＲａ

ＳＯ２ＮＲｃＲｄ、－ＮＲａＳＯ２Ｏ（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－ＮＲａＳＯ２Ｏアリール
、－ＯＳ（Ｏ）２Ｒａ、－Ｃ（Ｏ）Ｒａ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲｂ、－Ｃ（Ｏ）ＮＲｃＲｄ、お
よび－ＯＣ（Ｏ）ＮＲｃＲｄから独立して選択され、ここで、Ｚ１３の任意の（Ｃ１～Ｃ

６）アルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、（Ｃ３～Ｃ７）
ハロ炭素環、（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、アリール、ヘテロアリ
ール、または複素環は、単独でまたは基の一部として、１個以上のハロゲン、－ＯＨ、－
ＯＲｂ、－ＣＮ、－ＮＲａＣ（Ｏ）２Ｒｂ、－ヘテロアリール、－複素環、－Ｏヘテロア
リール、－Ｏ複素環、－ＮＨヘテロアリール、－ＮＨ複素環、または－Ｓ（Ｏ）２ＮＲｃ

Ｒｄで必要に応じて置換され、
　各Ｚ１４は、－ＮＯ２、＝ＮＯＲａ、－ＣＮ、－（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、－Ｏ（Ｃ

３～Ｃ７）ハロ炭素環、－Ｓ（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、－Ｓ（Ｏ）（Ｃ３～Ｃ７）ハロ
炭素環、－ＳＯ２（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、－ＮＲａＳＯ２ＮＲｃＲｄ、－ＮＲａＳＯ

２Ｏ（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－ＮＲａＳＯ２Ｏアリール、－ＯＳ（Ｏ）２Ｒａから独立し
て選択され、ここで、Ｚ１４の任意の－（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環は、単独でまたは基の
一部として、１個以上のハロゲン、－ＯＨ、－ＯＲｂ、－ＣＮ、－ＮＲａＣ（Ｏ）２Ｒｂ
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、－ヘテロアリール、－複素環、－Ｏヘテロアリール、－Ｏ複素環、－ＮＨヘテロアリー
ル、－ＮＨ複素環、または－Ｓ（Ｏ）２ＮＲｃＲｄで必要に応じて置換され、
　各Ｚ１５は、アリール、ヘテロアリール、複素環、－Ｏアリール、－Ｏヘテロアリール
、－Ｏ複素環、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－アリール、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－
ヘテロアリール、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－複素環から独立して選択され、ここで、
アリール、ヘテロアリール、および複素環は、１個以上のＺ１６基でそれぞれ独立して置
換され、１個以上のＺ１基で必要に応じて置換され、ここで、任意の－Ｏアリール、－Ｏ
ヘテロアリール、－Ｏ複素環、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－アリール、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ

６）アルキル－ヘテロアリール、または－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－複素環は、１個以
上のＺ１基で必要に応じて置換され、
　各Ｚ１６は、－ＮＯ２、－ＯＨ、＝ＮＯＲａ、－ＳＨ、－ＣＮ、（Ｃ２～Ｃ６）アルケ
ニル、（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ３～Ｃ７）炭素環
、（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、アリール、ヘテロアリール、複素環、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）
アルキル、－Ｏ（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、－Ｏ（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、－Ｏ（Ｃ１

～Ｃ６）ハロアルキル、－Ｏ（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－Ｏ（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、－
Ｏアリール、－Ｏヘテロアリール、－Ｏ複素環、－Ｓ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－Ｓ（Ｃ

２～Ｃ６）アルケニル、－Ｓ（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、－Ｓ（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキ
ル、－Ｓ（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－Ｓ（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、－Ｓアリール、－Ｓヘ
テロアリール、－Ｓ複素環、－Ｓ（Ｏ）（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－Ｓ（Ｏ）（Ｃ２～Ｃ

６）アルケニル、－Ｓ（Ｏ）（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、－Ｓ（Ｏ）（Ｃ１～Ｃ６）ハロ
アルキル、－Ｓ（Ｏ）（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－Ｓ（Ｏ）（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、－
ＳＯ２（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－Ｓ（Ｏ）アリール、－Ｓ（Ｏ）炭素環、－Ｓ（Ｏ）ヘ
テロアリール、－Ｓ（Ｏ）複素環、－ＳＯ２（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、－ＳＯ２（Ｃ２

～Ｃ６）アルキニル、－ＳＯ２（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、－ＳＯ２（Ｃ３～Ｃ７）炭
素環、－ＳＯ２（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、－ＳＯ２アリール、－ＳＯ２ヘテロアリール
、－ＳＯ２複素環、－ＳＯ２ＮＲｃＲｄ、－ＮＲｃＲｄ、－ＮＲａＣ（Ｏ）Ｒａ、－ＮＲ

ａＣ（Ｏ）ＯＲｂ、－ＮＲａＣ（Ｏ）ＮＲｃＲｄ、－ＮＲａＳＯ２Ｒｂ、－ＮＲａＳＯ２

ＮＲｃＲｄ、－ＮＲａＳＯ２Ｏ（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－ＮＲａＳＯ２Ｏアリール、－Ｏ
Ｓ（Ｏ）２Ｒａ、－Ｃ（Ｏ）Ｒａ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲｂ、－Ｃ（Ｏ）ＮＲｃＲｄ、および－
ＯＣ（Ｏ）ＮＲｃＲｄから独立して選択され、ここで、Ｚ１６の任意の（Ｃ１～Ｃ６）ア
ルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、－（Ｃ３～Ｃ７）ハロ
炭素環、（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、アリール、ヘテロアリール
、または複素環は、単独でまたは基の一部として、１個以上のハロゲン、（Ｃ１～Ｃ６）
アルキル、－ＯＨ、－ＯＲｂ、－ＣＮ、－ＮＲａＣ（Ｏ）２Ｒｂ、－ヘテロアリール、－
複素環、－Ｏヘテロアリール、－Ｏ複素環、－ＮＨヘテロアリール、－ＮＨ複素環、また
は－Ｓ（Ｏ）２ＮＲｃＲｄで必要に応じて置換され、
　各Ｒａは、独立して、Ｈ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ

２～Ｃ６）アルキニル、（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、複素環、アリール、アリール（Ｃ１～Ｃ

６）アルキル－、ヘテロアリール、またはヘテロアリール（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－であ
り、ここで、Ｒａの任意の（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２

～Ｃ６）アルキニル、（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、複素環、アリール、またはヘテロアリール
は、単独でまたは基の一部として、１個以上のハロゲン、ＯＨ、またはシアノで必要に応
じて置換され、
　各Ｒｂは、独立して、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２～
Ｃ６）アルキニル、（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、複素環、アリール、アリール（Ｃ１～Ｃ６）
アルキル－、ヘテロアリール、またはヘテロアリール（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－であり、
ここで、Ｒｂの任意の（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２～Ｃ

６）アルキニル、（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、複素環、アリール、またはヘテロアリールは、
単独でまたは基の一部として、１個以上のハロゲン、ＯＨ、およびシアノで必要に応じて
置換され、
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　ＲｃおよびＲｄは、Ｈ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２

～Ｃ６）アルキニル、（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、アリール、アリール（Ｃ１～Ｃ６）アルキ
ル－、複素環、ヘテロアリール、またはヘテロアリール（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－からそ
れぞれ独立して選択され、ここで、ＲｃまたはＲｄの任意の（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（
Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、複素環、
アリール、またはヘテロアリールは、単独でまたは基の一部として、１個以上のハロゲン
、ＯＨ、またはシアノで必要に応じて置換されるか、または、ＲｃおよびＲｄが、それら
が結合している窒素と一緒に複素環を形成し、ここで、ＲｃおよびＲｄとそれらが結合し
ている窒素との任意の複素環は、１個以上のハロゲン、ＯＨ、またはシアノで必要に応じ
て置換され、
　各Ｒｅは、－ＯＲａ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、または（Ｃ３～Ｃ７）炭素環（ここで
、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、および（Ｃ３～Ｃ７）炭素環は、１個以上のＺ６基でそれぞ
れ独立して置換され、１個以上のＺ１基で必要に応じて置換される）、（Ｃ２～Ｃ６）ハ
ロアルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、および（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル（ここで、任
意の（Ｃ２～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、または（Ｃ２～Ｃ６）ア
ルキニルは、１個以上のＺ１基で必要に応じて置換される）、ならびにアリール、複素環
、およびヘテロアリール（ここで、アリール、複素環、およびヘテロアリールは、１個以
上のＺ５基でそれぞれ独立して置換される）から独立して選択され、
　各Ｒｆは、－Ｒｇ、－ＯＲａ、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｚ６、－ＳＯ２Ｒｇ、－Ｃ
（Ｏ）Ｒｇ、Ｃ（Ｏ）ＯＲｇ、および－Ｃ（Ｏ）ＮＲｅＲｇから独立して選択され、
　各Ｒｇは、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ３～Ｃ７）炭素環　（Ｃ１～Ｃ６）ハロアル
キル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、アリール、複素環、およ
びヘテロアリールから独立して選択され、ここで、Ｒｇの任意の（Ｃ１～Ｃ６）アルキル
、（Ｃ３～Ｃ７）炭素環　－（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、
（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、アリール、複素環、またはヘテロアリールは、１個以上のＺ
１基で必要に応じて置換される）の化合物またはその塩。
（項目２）
Ｇ１はＳであり、Ｇ２はＮであり、Ｇ１に連結された破線の結合は単結合であり、Ｇ２に
連結された破線の結合は二重結合であり、Ｒ５に連結された波線の結合は単結合であるか
、または、
　Ｇ１はＳであり、Ｇ２はＮＲ６であり、Ｇ１に連結された破線の結合は単結合であり、
Ｇ２に連結された破線の結合は単結合であり、Ｒ５に連結された波線の結合は二重結合で
あり、Ｒ５は酸素である、項目１に記載の化合物。
（項目３）
Ｒ１はＨまたはハロである、項目１または２に記載の化合物。
（項目４）
Ｒ３’はＨである、項目１から３のいずれか１項に記載の化合物。
（項目５）
前記式Ｉの化合物が、式Ｉｈ：
【化１３３】
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（式中、
　Ｇ２はＮであり、Ｇ２に連結された破線の結合は二重結合であり、Ｒ５に連結された波
線の結合は単結合であるか、または、
　Ｇ２はＮＲ６であり、Ｇ２に連結された破線の結合は単結合であり、Ｒ５に連結された
波線の結合は二重結合であり、Ｒ５は酸素である）の化合物またはその塩である、項目１
に記載の化合物。
（項目６）
Ｒ３は、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、または－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６

）アルキルであり、Ｒ３ａの任意の（Ｃ１～Ｃ６）アルキルまたは（Ｃ２～Ｃ６）アルケ
ニルは、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、ハロ、オキソ、および－ＣＮから選択される１個
以上の基で必要に応じて置換される、項目１から５のいずれか１項に記載の化合物。
（項目７）
Ｒ３は－ＯＣ（ＣＨ３）３である、項目１から５のいずれか１項に記載の化合物。
（項目８）
Ｒ４は、
　ａ）アリール、複素環、およびヘテロアリール（ここで、任意のアリール、複素環、お
よびヘテロアリールは、ハロ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（
Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ３～Ｃ７）シクロアルキル、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル
－（Ｃ３～Ｃ７）シクロアルキル、－ＯＨ、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－ＳＨ、－Ｓ
（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－ＮＨ２、－ＮＨ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、および－Ｎ（（Ｃ

１～Ｃ６）アルキル）２からそれぞれ独立して選択される１個以上の基で必要に応じて置
換され、ここで、（Ｃ１～Ｃ６）アルキルは、ヒドロキシ、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル
、シアノ、またはオキソで必要に応じて置換される）および
　ｂ）アリール、ヘテロアリール、スピロ複素環、縮合複素環、または架橋複素環（ここ
で、アリール、ヘテロアリール、スピロ複素環、縮合複素環、または架橋複素環は、１個
以上のＺ７基でそれぞれ独立して置換され、１個以上のＺ１基で必要に応じて置換される
）
から選択される、項目１から７のいずれか１項に記載の化合物。
（項目９）
Ｒ４は、
　ａ）アリール、複素環、およびヘテロアリール（ここで、任意のアリール、複素環、お
よびヘテロアリールは、ハロ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（
Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ３～Ｃ７）シクロアルキル、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル
－（Ｃ３～Ｃ７）シクロアルキル、－ＯＨ、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－ＳＨ、－Ｓ
（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－ＮＨ２、－ＮＨ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、および－Ｎ（（Ｃ

１～Ｃ６）アルキル）２からそれぞれ独立して選択される１個以上の基で必要に応じて置
換され、ここで、（Ｃ１～Ｃ６）アルキルは、ヒドロキシ、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル
、シアノ、またはオキソで必要に応じて置換される）；および
　ｂ）アリールおよびヘテロアリール（ここで、アリールおよびヘテロアリールは、１個
以上のＺ７基でそれぞれ独立して置換され、１個以上のＺ１基で必要に応じて置換される
）
から選択される、項目１から７のいずれか１項に記載の化合物。
（項目１０）
Ｒ４は、アリール、複素環、およびヘテロアリール（ここで、Ｒ４の任意のアリール、複
素環、およびヘテロアリールは、ハロ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケ
ニル、（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ３～Ｃ７）シクロアルキル、－（Ｃ１～Ｃ６）
アルキル－（Ｃ３～Ｃ７）シクロアルキル、－ＯＨ、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－Ｓ
Ｈ、－Ｓ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－ＮＨ２、－ＮＨ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、および－
Ｎ（（Ｃ１～Ｃ６）アルキル）２からそれぞれ独立して選択される１個以上の基で必要に
応じて置換され、ここで、（Ｃ１～Ｃ６）アルキルは、ヒドロキシ、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）
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アルキル、シアノ、またはオキソで必要に応じて置換される）から選択される、項目１か
ら７のいずれか１項に記載の化合物。
（項目１１）
Ｒ４は、
【化１３４】

である、項目１から７のいずれか１項に記載の化合物。
（項目１２）
Ｒ４は、

【化１３５】

である、項目１から７のいずれか１項に記載の化合物。
（項目１３）
Ｒ２はハロ、Ｈ、または（Ｃ１～Ｃ６）アルキルである、項目１から１２のいずれか１項
に記載の化合物。
（項目１４）
Ｒ２はハロ、Ｈ、または－ＣＨ３である、項目１から１２のいずれか１項に記載の化合物
。
（項目１５）
Ｒ５は、
　ａ）Ｒ１１、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１１、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｒ１１、－Ｏ－Ｒ１１、－Ｓ
－Ｒ１１、－Ｓ（Ｏ）－Ｒ１１、－ＳＯ２－Ｒ１１、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｒ１１

、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１１、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｃ（＝
Ｏ）－Ｏ－Ｒ１１、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｏ－Ｒ１１、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル
－Ｓ－Ｒ１１、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｓ（Ｏ）－Ｒ１１、および－（Ｃ１～Ｃ６）
アルキル－ＳＯ２－Ｒ１１（ここで、各Ｒ１１は、Ｈ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２

～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ３

～Ｃ７）炭素環、アリール、複素環、およびヘテロアリールから独立して選択され、ここ
で、アリール、複素環、およびヘテロアリールは、１個以上のＺ１１基でそれぞれ必要に
応じて置換される）；
　ｂ）－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０、－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（



(29) JP 2014-514323 A5 2015.6.11

Ｒ９）Ｒ１０、－ＳＯ２－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｎ（Ｒ９）Ｒ
１０、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０、－（Ｃ１～Ｃ６）ア
ルキル－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０、および－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＳＯ２

－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０（ここで、各Ｒ９は、Ｈ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、および（Ｃ３～
Ｃ７）シクロアルキルから独立して選択され、各Ｒ１０は、Ｒ１１、－（Ｃ１～Ｃ６）ア
ルキル－Ｒ１１、－ＳＯ２－Ｒ１１、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１１、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１１、お
よび－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ９）Ｒ１１から独立して選択され、ここで、各Ｒ１１は、Ｈ、（
Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、（Ｃ１

～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ３～Ｃ７）シクロアルキル、アリール、複素環、およびヘテ
ロアリールから独立して選択される）
　ｃ）－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｏ－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環
、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｓ－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－
（Ｃ１～Ｃ６）アルキルＳ（Ｏ）－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－（Ｃ３～Ｃ６）炭素環、－
（Ｃ１～Ｃ６）アルキルＳＯ２（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－（Ｃ

２～Ｃ６）アルケニル－（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、－（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル－（
Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、－（Ｃ３～Ｃ７）ハロ炭素環、－ＮＲａＳＯ２ＮＲｃＲｄ、
－ＮＲａＳＯ２Ｏ（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－ＮＲａＳＯ２Ｏアリール、－（Ｃ２～Ｃ６）
アルケニル－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル－アリール、－（Ｃ２

～Ｃ６）アルケニル－ヘテロアリール、－（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル－複素環、－（Ｃ２

～Ｃ６）アルキニル－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、－（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル－アリール、
－（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル－ヘテロアリール、－（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル－複素環、
－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環－Ｚ１、または－（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル－Ｚ３（ここで、
任意の（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、
（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、アリール、またはヘテロアリー
ルは、単独でまたは基として、１個以上のＺ１基で必要に応じて置換される）；
　ｄ）－ＮＲｅＲｆ、－Ｃ（Ｏ）ＮＲｅＲｆ、－ＯＣ（Ｏ）ＮＲｅＲｆ、－ＳＯ２ＮＲｅ

Ｒｆ、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－ＮＲｅＲｆ、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキルＣ（Ｏ）－Ｎ
ＲｅＲｆ、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－ＮＲｅＲｆ、および－（Ｃ１～Ｃ

６）アルキル－ＳＯ２ＮＲｅＲｆ（ここで、各（Ｃ１～Ｃ６）アルキルは、１個以上のＺ
６基で独立して置換され、１個以上のＺ１基で必要に応じて置換される）；および
　ｅ）オキソ
から選択される、項目１から１４のいずれか１項に記載の化合物。
（項目１６）
Ｒ５は、
　ａ）Ｒ１１、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１１、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｒ１１、および－Ｏ－Ｒ１１

（ここで、各Ｒ１１は、Ｈ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ

２～Ｃ６）アルキニル、（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、アリール
、複素環、およびヘテロアリールから独立して選択され、ここで、アリール、複素環、お
よびヘテロアリールは、１個以上のＺ１１基でそれぞれ必要に応じて置換される）；
　ｂ）－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０および－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０（ここで、各Ｒ９は、
Ｈ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、および（Ｃ３～Ｃ７）シクロアルキルから独立して選択さ
れ、各Ｒ１０は、Ｒ１１、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｒ１１、－ＳＯ２－Ｒ１１、－Ｃ
（＝Ｏ）－Ｒ１１、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１１、および－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ９）Ｒ１１から独
立して選択され、ここで、各Ｒ１１は、Ｈ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２～Ｃ６）ア
ルケニル、（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ３～Ｃ７）シ
クロアルキル、アリール、複素環、およびヘテロアリールから独立して選択される）
　ｃ）－（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環（ここで、－（Ｃ２～Ｃ６）
アルキニル－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環は１個以上のＺ１基で必要に応じて置換される）；
　ｄ）－ＮＲｅＲｆおよび－Ｃ（Ｏ）ＮＲｅＲｆ；および
　ｅ）オキソ
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から選択される、項目１から１４のいずれか１項に記載の化合物。
（項目１７）
Ｒ５は、
　ａ）Ｒ１１、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１１、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｒ１１、および－Ｏ－Ｒ１１

（ここで、各Ｒ１１は、Ｈ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ

２～Ｃ６）アルキニル、（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、アリール
、複素環、およびヘテロアリールから独立して選択され、ここで、アリール、複素環、お
よびヘテロアリールは、１個以上のＺ１１基でそれぞれ必要に応じて置換される）；
　ｂ）－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０および－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０（ここで、各Ｒ９は、
Ｈ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、および（Ｃ３～Ｃ７）シクロアルキルから独立して選択さ
れ、各Ｒ１０は、Ｒ１１、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｒ１１、－ＳＯ２－Ｒ１１、－Ｃ
（＝Ｏ）－Ｒ１１、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１１、および－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ９）Ｒ１１から独
立して選択され、ここで、各Ｒ１１は、Ｈ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２～Ｃ６）ア
ルケニル、（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ３～Ｃ７）シ
クロアルキル、アリール、複素環、およびヘテロアリールから独立して選択される）；
　ｃ）－（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環（ここで、－（Ｃ２～Ｃ６）
アルキニル－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環は、１個以上のＺ１基で必要に応じて置換される）；
および
　ｄ）－ＮＲｅＲｆおよび－Ｃ（Ｏ）ＮＲｅＲｆ

から選択される、項目１から１４のいずれか１項に記載の化合物。
（項目１８）
Ｒ５は、
　ａ）Ｈ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ３～Ｃ７）炭素
環、複素環、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１１、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｒ１１、および－Ｏ－Ｒ１１（
ここで、複素環は１個以上のＺ１１基で必要に応じて置換され、ここで、各Ｒ１１は、Ｈ
、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、（
Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ３～Ｃ７）炭素環、アリール、複素環、およびヘテロア
リールから独立して選択され、ここで、アリール、複素環、およびヘテロアリールは、１
個以上のＺ１１基でそれぞれ必要に応じて置換される）；
　ｂ）－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０および－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ９）Ｒ１０（ここで、各Ｒ９は、
Ｈ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、および（Ｃ３～Ｃ７）シクロアルキルから独立して選択さ
れ、各Ｒ１０は、Ｒ１１、－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｒ１１、－ＳＯ２－Ｒ１１、－Ｃ
（＝Ｏ）－Ｒ１１、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１１、および－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ９）Ｒ１１から独
立して選択され、ここで、各Ｒ１１は、Ｈ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２～Ｃ６）ア
ルケニル、（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル、（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ３～Ｃ７）シ
クロアルキル、アリール、複素環、およびヘテロアリールから独立して選択される）
　ｃ）－（Ｃ２～Ｃ６）アルキニル－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環（ここで、－（Ｃ２～Ｃ６）
アルキニル－（Ｃ３～Ｃ７）炭素環は、１個以上のＺ１基で必要に応じて置換される）；
および
　ｄ）－ＮＲｅＲｆおよび－Ｃ（Ｏ）ＮＲｅＲｆ

から選択される、項目１から１４のいずれか１項に記載の化合物。
（項目１９）
Ｒ５は、



(31) JP 2014-514323 A5 2015.6.11

【化１３６】

から選択される、項目１から１４のいずれか１項に記載の化合物。
（項目２０）
Ｒ５はオキソであり、Ｒ６は、Ｒ１１および－（Ｃ１～Ｃ６）アルキル－Ｒ１１（ここで
、各Ｒ１１は、Ｈ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２～Ｃ６

）アルキニル、（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ３～Ｃ７）シクロアルキル、アリール
、複素環、およびヘテロアリールから独立して選択され、ここで、アリール、複素環、お
よびヘテロアリールは、１個以上のＺ１１基でそれぞれ必要に応じて置換される）から選
択される、項目１から１４のいずれか１項に記載の化合物。
（項目２１）
Ｒ５はオキソであり、Ｒ６は、
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【化１３７】

から選択される、項目１から１４のいずれか１項に記載の化合物。
（項目２２）
以下の
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【化１３８－１】
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【化１３８－２】
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【化１３８－３】
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【化１３８－４】
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【化１３８－５】
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【化１３８－６】

ならびにこれらの塩から選択される項目１に記載の化合物。
（項目２３）
Ｒ５は、
　ａ）アリール、複素環、およびヘテロアリール（ここで、アリール、複素環、およびヘ
テロアリールは、１個以上（例えば、１、２、または３個）のＺ１１基でそれぞれ必要に
応じて置換される）；
　ｂ）アリール、ヘテロアリール、および複素環（ここで、アリール、ヘテロアリール、
および複素環は、１個以上（例えば、１、２、３、４、または５個）のＺ５基でそれぞれ
独立して置換され、１個以上（例えば、１、２、３、４、または５個）のＺ１基で必要に
応じて置換される）；および
　ｃ）アリール、ヘテロアリール、複素環（ここで、アリール、ヘテロアリール、および
複素環は、１個以上（例えば、１、２、３、４、または５個）のＺ１５基でそれぞれ独立
して置換され、１個以上（例えば、１、２、３、４、または５個）のＺ１基で必要に応じ
て置換される）
から選択される、項目１から１４のいずれか１項に記載の化合物。
（項目２４）
Ｒ５は、アリール、ヘテロアリール、および複素環（ここで、アリール、ヘテロアリール
、および複素環は、１個以上（例えば、１、２、３、４、または５個）のＺ１５基でそれ
ぞれ独立して置換され、１個以上（例えば、１、２、３、４、または５個）のＺ１基で必
要に応じて置換される）から選択される、項目１から１４のいずれか１項に記載の化合物
。
（項目２５）
Ｒ５は、
　ａ）アリール（ここで、アリールは、１個以上（例えば、１、２、または３個）のＺ１

１基で必要に応じて置換される）；
　ｂ）アリール、ヘテロアリール、および複素環（ここで、アリール、ヘテロアリール、
および複素環は、１個以上（例えば、１、２、３、４、または５個）のＺ５基でそれぞれ
独立して置換され、１個以上（例えば、１、２、３、４、または５個）のＺ１基で必要に
応じて置換される）；および
　ｃ）アリール、ヘテロアリール、複素環（ここで、アリール、ヘテロアリール、および
複素環は、１個以上（例えば、１、２、３、４、または５個）のＺ１５基でそれぞれ独立
して置換され、１個以上（例えば、１、２、３、４、または５個）のＺ１基で必要に応じ
て置換される）
から選択される、項目１から１４のいずれか１項に記載の化合物。
（項目２６）
Ｒ５は、
　ａ）アリール、複素環、およびヘテロアリール（ここで、アリール、複素環、およびヘ
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テロアリールは、１個以上（例えば、１、２、または３個）のＺ１１基でそれぞれ必要に
応じて置換される）；
　ｂ）アリール、ヘテロアリール、および複素環（ここで、アリール、ヘテロアリール、
および複素環は、１個以上（例えば、１、２、３、４、または５個）のＺ５基でそれぞれ
独立して置換され、１個以上（例えば、１、２、３、４、または５個）のＺ１基で必要に
応じて置換される）；および
　ｃ）アリール、ヘテロアリール、複素環（ここで、アリール、ヘテロアリール、および
複素環は、１個以上（例えば、１、２、３、４、または５個）のＺ１５基でそれぞれ独立
して置換され、１個以上（例えば、１、２、３、４、または５個）のＺ１基で必要に応じ
て置換される）
から選択され、
　各Ｚ１１は、Ｚ１０、－Ｃ（＝Ｏ）－ＮＨ２、－Ｃ（＝Ｏ）－ＮＨ（Ｃ１～Ｃ４）アル
キル、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（（Ｃ１～Ｃ４）アルキル）２、－Ｃ（＝Ｏ）－アリール、－Ｃ
（＝Ｏ）－複素環、および－Ｃ（＝Ｏ）－ヘテロアリールから独立して選択され、
　ここで、各Ｚ１０は、
　　ｉ）ハロ、オキソ、チオキソ、（Ｃ２～Ｃ６）アルケニル、（Ｃ１～Ｃ６）ハロアル
キル、（Ｃ３～Ｃ７）シクロアルキル、（Ｃ３～Ｃ７）シクロアルキル－（Ｃ１～Ｃ６）
アルキル－、－ＯＨ、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、
－ＳＨ、－Ｓ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－ＳＯ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、－ＳＯ２（Ｃ１

～Ｃ６）アルキル、－ＮＨ２、－ＮＨ（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、および－Ｎ（（Ｃ１～Ｃ

６）アルキル）２；
　　ｉｉ）－ＯＨ、－Ｏ－（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、または－Ｏ－（Ｃ１～Ｃ６）ア
ルキルで置換された（Ｃ１～Ｃ６）アルキル；および
　　ｉｉｉ）アリール（前記アリールは、ハロ、（Ｃ１～Ｃ６）アルキル、またはＣＯＯ
Ｈで必要に応じて置換される）
から独立して選択され、
　各Ｚ１１は、Ｚ１０、－Ｃ（＝Ｏ）－ＮＨ２、－Ｃ（＝Ｏ）－ＮＨ（Ｃ１～Ｃ４）アル
キル、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（（Ｃ１～Ｃ４）アルキル）２、－Ｃ（＝Ｏ）－アリール、－Ｃ
（＝Ｏ）－複素環、および－Ｃ（＝Ｏ）－ヘテロアリールから独立して選択される、項目
１から１４のいずれか１項に記載の化合物。
（項目２７）
Ｒ５は、
　ａ）アリール、複素環、およびヘテロアリール（ここで、アリール、複素環、およびヘ
テロアリールは、１個以上（例えば、１、２、または３個）のＺ１１基でそれぞれ必要に
応じて置換される）；および
　ｂ）アリール、ヘテロアリール、複素環（ここで、アリール、ヘテロアリール、および
複素環は、１個以上（例えば、１、２、３、４、または５個）のＺ１５基でそれぞれ独立
して置換され、１個以上（例えば、１、２、３、４、または５個）のＺ１基で必要に応じ
て置換される）
から選択される、項目１から１４のいずれか１項に記載の化合物。
（項目２８）
Ｒ５は、
　ａ）アリール（ここで、アリールは、１個以上（例えば、１、２、または３個）のＺ１

１基で必要に応じて置換される）；および
　ｂ）アリールおよびヘテロアリール（ここで、アリールおよびヘテロアリールは、１個
以上（例えば、１、２、３、４、または５個）のＺ１５基でそれぞれ独立して置換され、
１個以上（例えば、１、２、３、４、または５個）のＺ１基で必要に応じて置換される）
から選択される、項目１から１４のいずれか１項に記載の化合物。
（項目２９）
Ｚ１６は、（Ｃ１～Ｃ６）ハロアルキル、アリール、ヘテロアリール、複素環、および－
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Ｏ（Ｃ１～Ｃ６）アルキルから独立して選択され、ここで、Ｚ１６の任意のアリール、ヘ
テロアリール、または複素環は、１個以上の（Ｃ１～Ｃ６）アルキルで必要に応じて置換
される、項目２３から２７のいずれか１項に記載の化合物。
（項目３０）
Ｒ５は、
【化１３９－１】
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【化１３９－２】
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から選択される、項目１から１４のいずれか１項に記載の化合物。
（項目３１）
以下の
【化１４０】

ならびにこれらの塩から選択される、項目１に記載の化合物。
（項目３２）
項目１から３１のいずれか１項に記載の式Ｉの化合物またはその薬学的に許容され得る塩
と、薬学的に許容され得るキャリアとを含む、薬学的組成物。
（項目３３）
哺乳動物のＨＩＶ感染を処置する方法であって、項目１から３１のいずれか１項に記載の
式Ｉの化合物またはその薬学的に許容され得る塩を前記哺乳動物に投与する工程を含む、
方法。
（項目３４）
哺乳動物のＨＩＶ感染を処置するための方法であって、治療有効量の項目１から３１のい
ずれか１項に記載の式Ｉの化合物またはその薬学的に許容され得る塩を、治療有効量のＨ
ＩＶプロテアーゼ阻害化合物、逆転写酵素のＨＩＶ非ヌクレオシドインヒビター、逆転写
酵素のＨＩＶヌクレオシドインヒビター、逆転写酵素のＨＩＶヌクレオチドインヒビター
、ＨＩＶインテグラーゼインヒビター、ｇｐ４１インヒビター、ＣＸＣＲ４インヒビター
、ｇｐ１２０インヒビター、ＣＣＲ５インヒビター、キャプシド重合インヒビター、およ
びＨＩＶを処置するための他の薬物、およびこれらの組み合わせからなる群から選択され
る１種以上のさらなる治療剤と組み合わせて、ＨＩＶ感染の処置を必要とする前記哺乳動
物に投与する工程を含む、方法。
（項目３５）
医学療法で用いるための、項目１から３１のいずれかに記載の式Ｉの化合物またはその薬
学的に許容され得る塩。
（項目３６）
哺乳動物のＨＩＶ感染を処置するための医薬の製造のための、項目１から３１のいずれか
１項に記載の式Ｉの化合物またはその薬学的に許容され得る塩の使用。
（項目３７）
哺乳動物のＨＩＶ感染の予防的処置または治療的処置で用いるための、項目１から３１の
いずれか１項に記載の式Ｉの化合物またはその薬学的に許容され得る塩。
　発明の要旨
　本発明は、ＨＩＶ感染を処置するための化合物および方法を提供する。したがって、１
つの実施形態では、本発明は、式Ｉ：
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【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３４】
　Ｒ３ａの別の特定の値は－ＯＣ（ＣＨ３）３である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０６０４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０６０４】
　実施例２６中の化合物６７Ｃを調製するために使用した手順（臭化ベンジルをヨウ化メ
チルの代わりに使用したことを除く）に従って化合物７２を化合物６９Ｃから調製し、化
合物７２の合成の残りは実施例２５中の化合物６５Ｋから化合物６６の調製に類似してい
る。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０６０８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０６０８】
　実施例２６中の化合物６７Ｃを調製するために使用した手順（１－（ブロモメチル）－
３－（トリフルオロメチル）ベンゼンをヨウ化メチルの代わりに使用したことを除く）に
従って化合物７３を化合物６９Ｃから調製し、化合物７３の合成の残りは実施例２５中の
化合物６５Ｋから化合物６６の調製に類似している。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０６１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０６１２】
　実施例２６中の化合物６７Ｃを調製するために使用した手順（１－（ブロモメチル）－
４－（トリフルオロメチル）ベンゼンをヨウ化メチルの代わりに使用したことを除く）に
従って化合物７４を化合物６９Ｃから調製し、化合物７４の合成の残りは実施例２５中の
化合物６５Ｋから化合物６６の調製に類似している。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０６３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０６３６】
　実施例４中の８Ｅから化合物８Ｆを調製するために使用した手順に従って、化合物８１
を化合物７９から調製した。
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